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土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜
』
初
探 

一
八
三

一
、
は
じ
め
に

　

戦
前
日
本
に
お
い
て
中
国
現
代
文
学
を
翻
訳
し
た
書
籍
は
数
種
類

あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
詳
細
な
訳
註
を
付
け
て
、
読
者
の
中
国
語
学

習
の
助
け
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜

―

白
話
小
説
二
十
選（
１
）』
と
い
う
翻
訳
作
品
集
は
、
底
本
で
あ
る
北

京
近
代
科
学
図
書
館
編
『
中
國
現
代
文
讀
本
』
収
録
の
中
国
語
原
文

作
品
を
日
本
語
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
註
者
の
土
井
彦
一
郎
は
、

現
在
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
貿
易
会
社
の
ほ
か
手
広
く
商

売
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
彼
の
父
に

貿
易
に
お
け
る
外
国
語
学
習
の
重
要
性
を
教
え
込
ま
れ
、
中
国
語
だ

け
で
は
な
く
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
合
計
五
か
国
語
に
精
通
し

て
い
た
と
い
う
。
実
業
界
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
博
覧
強
記
で
あ
っ

た
土
井
が
翻
訳
集
兼
教
科
書
を
出
版
し
た
目
的
と
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
本
書
の
「
敍
」
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　

 　

古
来
、
漢
籍
の
我
が
文
化
に
貢
獻
し
來
つ
た
功
績
は
到
底
測
り

知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
従
つ
て
、
今
日
在
る
日
本
文
化

の
淵
源
由
來
を
究
め
る
の
に
は
支
那
古
典
の
研
究
を
忽
せ
に
し
て

は
粗
漏
の
譏
を
免
れ
難
い
。
然
し
、
將
來
の
日
支
文
化
の
交
流
に

想
ひ
を
致
し
、
現
代
支
那
の
姿
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
に
は
、
時
文

の
研
究
と
倶
に
白
話
文
の
研
究
を
没
却
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
わ
た
く
し
は
豫
て
か
ら
、
日
本
の
中
學
生
が
漢
文
を
讀
み
得

る
程
度
に
現
代
支
那
語
即
ち
時
文
と
白
話
文
を
理
解
す
る
の
必
要

を
痛
感
し
て
を
る
の
で
あ
る
が
、東
亞
の
情
勢
が
今
や
日
支
親
善
・

日
支
提
携
の
一
路
を
邁
進
し
て
い
る
秋
に
あ
た
つ
て
、
益
々
こ
の

感
を
深
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
た
く
し
が
こ
の
翻
譯
を
思
ひ
立

つ
た
の
も
、
一
つ
に
は
己
の
勉
強
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま

土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜
』
初
探

牧　

野　

格　

子
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
八
四

で
も
な
い
が
、
二
つ
に
は
、
こ
の
翻
譯
に
よ
つ
て
、
時
文
に
も
ま

し
て
難
解
と
さ
れ
て
ゐ
る
白
話
文
の
研
究
の
機
運
を
促
進
し
、
惹

い
て
は
興
亞
の
大
業
に
九
牛
の
一
毛
を
致
さ
ん
と
の
微
衷
に
他
な

ら
ぬ（
２
）。

　

こ
の
箇
所
か
ら
は
、
戦
前
の
日
本
人
に
と
っ
て
文
化
の
源
で
あ
る

中
国
古
典
が
如
何
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
そ
し
て
口
語
体

の
白
話
文
を
学
ぶ
こ
と
で
、
同
時
代
の
中
国
を
知
ろ
う
と
し
た
土
井

の
日
中
交
流
へ
の
尽
力
や
中
国
の
学
問
へ
の
憧
憬
が
並
々
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
つ
ま
り
、『
西
湖
の
夜
』
は
彼
の

日
頃
の
努
力
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
『
西
湖
の
夜
』
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

の
新
文
学
白
話
小
説
を
二
十
編
収
め
て
い
る
。
謝
冰
心
、
魯
迅
、
朱

自
清
、
鄭
振
鐸
、
周
作
人
ら
、
中
国
新
文
学
を
代
表
す
る
作
家
た
ち

の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
翻
訳
者
の
土
井
、
底
本

に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
内
容
や
翻
訳
に
つ
い
て
の
問
題
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
土
井
に
と
っ
て
本
書
、
さ
ら
に
は
中
国
語
が
如
何
な
る

も
の
な
の
か
探
っ
て
い
く
の
が
目
的
で
あ
る
。

二
、『
西
湖
の
夜
』
に
つ
い
て

　

①
土
井
彦
一
郎
に
つ
い
て（
３
）

　

土
井
彦
一
郎
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
大
阪
に
生
ま
れ

た
。
彼
の
父
、
土
井
彦
十
郎
は
、
明
治
維
新
前
よ
り
外
国
貿
易
業
の

先
駆
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
彼
が
十
三
歳
の
時
（
明
治
三
十
二

年
）、
父
が
事
業
拡
張
の
結
果
、
失
敗
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
そ
の

後
、
彦
一
郎
は
泰
西
学
館（
４
）英

語
専
修
科
を
卒
業
し
、
京
都
高
島
屋
貿

易
部
、
大
阪
の
正
益
館
で
貿
易
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
彦
一
郎
自

身
も
将
来
は
一
人
前
の
貿
易
商
と
な
る
こ
と
を
夢
見
、
そ
の
た
め
に

は
外
国
語
の
精
通
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
退
勤
後
の
時
間
を
利
用

し
て
、
清
語
学
堂（
５
）で
中
国
語
を
、
国
民
英
学
会（
６
）で
英
語
を
学
ん
だ
。

　

あ
る
時
、
中
国
語
習
得
の
た
め
に
は
、
実
際
に
中
国
へ
行
く
必
要

性
を
痛
感
し
た
。
明
治
三
十
七
年
、
十
八
歳
の
時
、
天
津
の
瑞
林
祥（
７
）

元
記
綢
緞
荘
に
入
社
し
た
。
二
百
五
十
人
い
た
従
業
員
の
中
で
、
唯

一
の
外
国
人
で
あ
っ
た
。
数
年
の
苦
労
を
経
て
、
徴
兵
の
た
め
帰
国

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
店
を
去
る
際
、「
蛟
龍
非
池
中
物
（
立
派
な
人

物
は
池
の
中
に
こ
も
ら
ず
時
運
を
得
て
外
へ
出
て
大
い
に
飛
躍
す
る

だ
ろ
う（
８
））」
と
の
賛
辞
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
兵
役
除
隊
後
、
そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
を
持
ち
東
京
に
出
て

毛
織
物
糸
類
及
び
洋
紙
の
輸
入
代
理
店
を
開
業
し
た
。
老
父
母
や
弟
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土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜
』
初
探 

一
八
五

妹
五
人
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
の
重
責
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
土
井
の
語
学
へ
の
熱
意
は
止
む
こ
と
な
く
、
夜
は
二

松
學
舍
へ
漢
学
（
中
国
古
典
）
を
学
び
に
行
っ
た
。
漢
学
を
学
ん
だ

理
由
は
「
日
本
精
神
の
眞
髄
を
把
握
す
る
に
は
、
漢
學
の
本
質
を
知

る
に
如
か
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
ド
イ
ツ

語
、
ロ
シ
ア
語
の
学
習
も
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
営
業
上
の
必
要
か
ら
法
律
経
済
を
学
ぶ
た
め
に
中
央
大

学
に
通
い
、
大
正
六
年
三
十
一
歳
の
時
、
首
席
卒
業
の
銀
時
計
を
与

え
ら
れ
た
。

　

大
正
八
年
三
十
三
歳
の
時
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
を
始
め
、
神
田

の
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
に
入
学
し
、
十
三
年
後
の
昭
和
七
年
に
卒
業
し

た
。
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
卒
業
後
は
、
校
友
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
長

ら
く
会
計
総
務
を
担
当
し
、
昭
和
十
九
年
に
は
校
友
会
会
長
を
務
め

た
。

　

土
井
を
紹
介
し
て
い
る
文
章
を
書
い
た
石
山
皆
男（

９
）は

、
土
井
の
感

心
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
、
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に

四
十
八
歳
に
な
っ
て
も
夜
学
通
い
を
続
け
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
従

業
員
に
対
し
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
外
国
人
を
よ
く
世
話

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
井
自
身
が
中
国
に
い
た
時
、
現
地

の
人
々
に
非
常
に
世
話
に
な
っ
た
経
験
か
ら
来
て
い
る
。
彼
は
、
教

育
者
ま
た
は
新
聞
記
者
で
あ
る
英
、
米
、
独
、
仏
、
伊
か
ら
の
在
留

外
国
人
に
自
宅
を
開
放
し
、
共
同
生
活
を
し
て
い
た
。
彼
は
身
を
以

て
、
ま
た
私
財
を
投
じ
て
、
国
際
交
流
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
功
績
に
対
し
、昭
和
十
年
、当
時
の
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
で
あ
っ

た
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ピ
ラ
か
ら
パ
ル
ム
・
ド
フ
ィ
シ
エ
・
ダ
カ
デ
ミ
ー

勲
章
（
フ
ラ
ン
ス
教
育
功
労
章
）
が
授
与
さ
れ
た）
10
（

。

　

中
国
語
学
習
の
面
で
は
、
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
通
学
と
並
行
し
て
、

善
隣
書
院
に
も
通
っ
て
い
た
。
善
隣
書
院
研
究
科
の
人
見
金
次
郎
と

い
う
人
物
は
以
下
の
通
り
書
い
て
い
る
。

　

 　

今
か
ら
三
年
ば
か
り
前
の
或
る
冬
の
夜
で
あ
つ
た
。
麹
町
の
善

隣
書
院
の
研
究
科
に
人
品
卑
し
か
ら
ざ
る
相
當
年
輩
の
仁
が
、
私

達
と
同
じ
や
う
に
學
生
席
に
坐
つ
て
、（
略
）
熱
心
に
聽
講
し
て

居
ら
れ
た
。
爾
來
、
そ
の
人
は
雨
の
夜
も
風
の
夜
も
缺
か
さ
ず
出

席
し
て
を
ら
れ
た
。
元
來
、
こ
の
善
隣
書
院
と
言
ふ
の
は
、
學
校

と
言
ふ
よ
り
も
寧
ろ
一
の
塾
で
あ
る
。（
略
）
そ
の
熱
心
な
同
學

の
友
は
、
い
つ
も
後
に
殘
つ
て
、
黒
板
の
文
字
を
綺
麗
に
拭
き
、

教
室
の
電
燈
を
す
つ
か
り
消
し
、
一
切
後
仕
舞
を
し
て
か
ら
歸
ら

れ
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
克
明
な
行
動
か
ら
僕
は
こ
の
人
に
特
に

注
意
を
惹
か
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
勿
論
こ
れ
は
學
校
か
ら
頼
ま

れ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
始
終
黙
々
と
し
て
實
行
し
、
一
晩
も
怠

つ
た
こ
と
は
な
い
。
僕
は
そ
れ
か
ら
次
第
に
強
く
こ
の
人
物
の
心
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
八
六

を
惹
か
れ
て
來
て
、
遂
に
好
奇
心
と
敬
意
は
友
情
に
進
み
、
一
日

そ
の
人
と
相
識
り
相
語
る
の
機
會
を
持
つ
に
至
つ
た
。
そ
れ
が
土

井
氏
で
あ
り
、
後
年
の
本
書
の
著
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。（
略
）

一
層
そ
の
感
を
深
く
す
る
こ
と
は
、
土
井
氏
が
正
し
く
、
強
く
、

不
斷
の
努
力
に
よ
つ
て
自
己
と
い
ふ
も
の
を
修
養
し
、
充
實
し
て

來
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。（
略
）
土
井
氏
は
（
略
）
過
去
四
拾
餘

年
間
繁
雑
な
る
業
務
の
餘
暇
に
毎
日
早
朝
と
夜
間
の
數
時
間
或
は

専
門
の
講
師
を
招
聘
せ
ら
れ
、或
は
一
學
生
と
し
て
登
校
せ
ら
れ
、

孜
々
と
し
て
修
養
を
續
け
ら
れ
た
さ
う
で
あ
る
。（
略
）
土
井
氏

の
學
力
は
、
僕
等
よ
り
遙
か
數
段
の
先
輩
で
あ
る
。
否
、
氏
の
造

詣
蘊
蓄
は
夙
に
専
門
の
學
徒
の
域
に
達
し
て
ゐ
て
、
我
々
學
生
な

ど
と
比
較
す
る
の
が
既
に
無
駄
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
博
學
な
知

識
を
持
ち
乍
ら
、
尚
且
つ
熱
心
に
精
進
し
て
を
ら
れ
る
同
氏
の
努

力
に
は
唯
唯
感
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。

　

以
上
の
通
り
、
土
井
彦
一
郎
は
、
家
業
の
側
ら
、
語
学
の
勉
学
を

継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
ヶ
国
語
に
通
じ
、
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
語

と
中
国
語
を
得
意
と
し
て
い
た
。
彼
の
人
一
倍
の
努
力
は
、
周
囲
の

若
い
同
学
を
圧
倒
し
て
い
た
。
ま
た
、
講
義
の
後
に
は
必
ず
後
片
付

け
を
自
主
的
に
行
い
、
人
格
の
上
で
も
尊
敬
を
集
め
て
い
た
。

　

次
に
『
西
湖
の
夜
』
が
出
版
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

②
『
中
國
現
代
文
讀
本
』

　

さ
て
、
こ
の
節
で
は
、
先
に
底
本
と
な
っ
た
『
中
國
現
代
文
讀
本
』

を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
書
籍
の
編
者
は
北
京
近
代
科
学
図
書
館
と
あ
り
、
山
室
三

良
、
銭
稲
孫
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
北
京
近
代
科
学
図
書
館）
11
（

は
、

一
九
二
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
東
方
文
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。

　

東
方
文
化
事
業
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
国
で
広
ま
っ
た
排
日
風

潮
を
緩
和
す
る
た
め
、
義
和
団
賠
償
金
を
基
に
始
ま
っ
た
文
化
事
業

で
、
当
初
は
外
務
省
の
管
轄
、
一
九
二
五
年
か
ら
は
日
中
共
同
で
運

営
し
、
二
八
年
か
ら
は
中
国
側
が
抜
け
、
日
本
の
単
独
運
営
と
な
っ

た
。

　

山
室
三
良
は
、
図
書
館
設
立
当
時
、
外
務
省
留
学
生
で
、
図
書
館

長
代
理
を
委
嘱
さ
れ
た
。
彼
の
意
見
に
よ
り
、
日
本
語
の
書
物
を
集

め
、
十
万
冊
の
蔵
書
を
擁
し
た
。
ま
た
日
本
文
化
を
広
く
紹
介
す
る

『
館
刊
』
を
発
行
し
、「
日
本
語
講
習
会
」
を
開
い
た
。
し
か
し
、
日

中
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、
予
算
が
削
ら
れ
、
そ
れ
に
抗
議
し
た
山
室

は
現
地
召
集
さ
れ
た
。
敗
戦
後
、
蔵
書
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、
中
国

最
大
規
模
の
日
本
語
蔵
書
を
有
す
る
図
書
館
は
終
焉
を
迎
え
た
。
山

室
は
そ
の
後
、
中
国
哲
学
研
究
を
続
け
、
九
州
大
学
教
授
と
な
っ
た
。

　

銭
稲
孫）

12
（

は
、
日
本
人
の
父
を
持
ち
、
中
国
人
の
母
を
持
つ
、
日
本
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土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜
』
初
探 

一
八
七

文
学
の
翻
訳
者
で
、『
万
葉
集
』
を
始
め
と
す
る
日
本
文
学
の
中
国

語
訳
で
有
名
で
あ
る
。
ま
た
上
述
の
北
京
近
代
科
学
図
書
館
が
発
行

し
て
い
た
『
館
刊
』
に
多
く
の
日
本
文
学
の
作
品
の
中
国
語
訳
を
掲

載
し
た
。
図
書
館
内
の
実
務
の
面
で
は
、
多
く
の
日
本
語
蔵
書
の
整

理
を
行
っ
て
い
た
。

　
『
中
國
現
代
文
讀
本
』
に
は
二
種
類
の
版
本
が
あ
る
。
最
初
の
も

の
は
、
一
九
三
八
年
に
北
京
近
代
科
学
図
書
館
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
二
番
目
の
も
の
は
、
一
九
三
九
年
、
白
水
社
よ
り
出
版
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
白
水
社
版
に
関
し
て
は
、『
西
湖
の
夜
』
と
同
時

期
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
二
冊
と
も
合
わ
せ
て
読
者
に
供
す
る
た
め

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
二
種
の
版
本
の
内
容
は
全
く
同

じ
で
あ
る
。
違
い
は
表
紙
と
最
後
の
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
『
中
國
現
代
文
讀
本
』の「
序
」で
、銭
は
以
下
の
通
り
書
い
て
い
る
。

　

 　

時
文
と
い
ふ
と
科
挙
時
代
に
於
け
る
八
股
文
に
聞
え
て
、
こ
の

四
五
十
年
來
の
現
代
文
乃
至
白
話
文
に
は
ど
う
し
て
も
相
應
は
し

く
な
い
名
稱
で
は
あ
る
。
又
三
面
記
事
や
商
用
書
簡
を
標
準
と
す

る
所
謂
時
文
で
は
、

國
青
年
が
心
か
ら
語
り
合
ふ
に
資
す
べ
く

餘
り
に
不
充
分
で
あ
る
。

　

 　

山
室
館
長
茲
に
見
る
所
あ
つ
て
、
こ
の
『
中
國
現
代
文
讀
本
』

の
編
纂
を
意
圖
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
二
三
同
人―

尤
炳
圻
、
洪
炎

秋
其
他
諸
氏―

と
共
に
自
ら
罪
才
そ
の
任
に
あ
ら
ざ
る
を
覺
知

し
つ
ゝ
も
、
そ
の
役
に
参
與
す
る
こ
と
を
敢
へ
て
辭
し
な
か
つ
た

所
以
で
あ
る
。

　

 　

さ
れ
ど
白
話
文
も
そ
の
實
未
だ

く
洗
練
せ
る
段
階
に
ま
で
は

進
ん
で
ゐ
な
い
上
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
關
心
を
持
っ
て
ゐ

な
か
つ
た
同
人
の
目
に
は
、
實
に
そ
の
僅
か
な
部
分
し
か
入
ら
な

か
つ
た
こ
と
を
、
こ
の
二
十
ば
か
り
の
短
篇
を
選
り
出
す
こ
と
に

よ
つ
て
、
今
更
な
が
ら
痛
切
に
感
じ
た
。
そ
し
て
僅
か
な
而
も
親

切
の
足
り
な
い
註
も
、
見
當
の
つ
か
な
か
つ
た
た
め
、
凡
べ
て
今

後
修
正
の
機
會
に
譲
り
、
今
は
指
導
に
當
ら
れ
る
先
生
方
に
宜
し

く
お
願
ひ
す
る
こ
と
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
を
遺
憾
と
す
る
。
謹
ん

で
同
人
を
代
表
し
て
一
言
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

銭
稲
孫
は
、
最
新
の
中
国
語
、
そ
し
て
中
国
文
学
を
紹
介
し
よ
う

と
い
う
志
の
も
と
、
こ
の
本
を
出
版
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
、
日
本
の
勤
勉
な
中
国
語
学
習
者
で
あ
る
土
井
『
中
國

現
代
文
讀
本
』
の
訳
註
本
を
出
し
た
。
銭
稲
孫
に
と
っ
て
土
井
は
、
自

ら
の
出
版
物
を
も
っ
と
も
尊
重
す
る
最
も
誠
実
な
読
者
と
言
え
よ
う
。

　

次
節
で
は
、
そ
の
誠
実
な
読
者
に
よ
る
訳
註
本
で
あ
る
『
西
湖
の

夜
』
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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六
十
二
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一
八
八

　

②
『
西
湖
の
夜
』
に
つ
い
て

　
『
西
湖
の
夜
』
の
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
奥
付
に
は

こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　　

訳
註
者　

土
井
彦
一
郎

　

発
行
者　

福
岡
清

　

印
刷
者　

小
酒
井
吉
蔵

　

印
刷
所　

研
究
社
印
刷
所

　

製
本
者　

中
野
和
一

　

発
行
所　

白
水
社

　

昭
和
十
四
年
十
二
月
五
日
印
刷

　

昭
和
十
四
年
十
二
月
十
五
日
發
行

　

非
賣

　

発
行
者
の
福
岡
清せ

い

は
、
白
水
社
の
当
時
の
社
長
で
あ
っ
た
。
清

は
、
白
水
社
の
創
業
者
で
あ
る
福
岡
易
之
助
の
妻
で
、
昭
和
六

（
一
九
三
一
）年
に
易
之
助
が
結
核
療
養
中
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ

た
後
を
受
け
て
、
二
代
目
社
長
と
な
っ
た
。

　

印
刷
者
の
小
酒
井
吉
蔵
は
、
出
版
社
で
あ
る
研
究
社
の
創
業
者
の

小
酒
井
五
一
郎
の
親
族
で
あ
る
。

　

製
本
者
の
中
野
和
一
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
前
期
の
白

水
社
の
製
本
を
担
当
し
て
い
た
中
野
製
本
所
の
責
任
者
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
非
賣
」
の
二
文
字
で
、
こ
の
本

が
、
販
売
す
る
た
め
の
書
籍
で
は
な
く
、
自
費
出
版
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
出
版
さ
れ
た
年
、
昭
和
十
四
年
に
発
行
さ
れ
た
ア
テ
ネ

フ
ラ
ン
セ
校
友
会
誌
「
あ
て
ね
」
第
十
号）
13
（

に
は
出
版
の
お
知
ら
せ
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

西
湖
の
夜　

土
井
彦
一
郎
訳
註

　

 　

本
書
は
北
京
近
代
科
學
圖
書
館
發
行
「
中
國
現
代
文
讀
本
」
の

邦
譯
で
あ
る
。
原
著
は
、
中
華
民
國
現
文
壇
の
大
家
魯
迅
、
周
作

人
、
林
語
堂
及
代
表
的
女
流
作
家
の
謝
冰
心
、
朱
自
清
等
が
支
那

現
代
の
ラ
ン
グ
バ
ル
レ
で
あ
る
白
話
文
で
書
い
た
短
編
随
筆
等
の

二
十
篇
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。「
西
湖
の
夜
」
は
輯
録
の
一
篇

を
と
つ
て
署
名
と
し
、
原
文
の
忠
實
な
る
翻
譯
に
添
へ
る
に
、
詳

細
な
る
頭
註
を
以
て
し
た
る
好
著
で
あ
つ
て
、
今
や
國
を
擧
げ
て

日
支
提
携
が
提
唱
せ
ら
る
ゝ
時
局
下
に
於
け
る
著
者
の
捨
石
と
し

て
文
化
的
に
も
、
政
治
的
に
も
極
め
て
意
義
深
い
業
迹
で
あ
る
。

　
（
白
水
社
出
版
、
非
賣
品
、
本
校
圖
書
室
へ
數
部
寄
贈
を
受
け
た

る
に
つ
き
御
希
望
の
方
へ
御
貸
し
致
し
ま
す
）
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一
郎
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註
『
西
湖
の
夜
』
初
探 

一
八
九

　
　

校
友
の
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
「
た
よ
り―

―

ア
テ
ネ
を
め
ぐ

つ
て
」
で
は
、
以
下
の
通
り
の
宣
伝
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

 　

わ
れ
ら
校
友
會
々
長
土
井
彦
一
郎
氏
は
公
私
御
多
用
の
中
を

こ
の
度
別
項
記
載
の
や
う
な
日
支

國
民
相
互
理
解
の
貴
重
な

資
料
た
る
べ
き
御
著
述
を
公
に
さ
れ
ま
し
た
。
執
筆
に
熱
中
の

余
り
夏
の
短
夜
の
明
け
わ
た
る
の
に
氣
づ
か
れ
な
か
つ
た
こ
と

も
一
再
な
ら
ず
お
あ
り
に
な
つ
た
と
か
。
博
い
愛
と
熱
と
の
籠

め
ら
れ
た
こ
の
書
を
ひ
ろ
く
お
薦
め
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
の
愛
好
者
が
集
ま
る
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
の
校
友
会

誌
に
中
国
小
説
の
翻
訳
集
の
宣
伝
が
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

少
々
奇
妙
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
土
井
と
近
し
い
校
友
に
は
土
井
の

人
柄
や
日
頃
の
努
力
が
知
ら
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
理
解
を
以
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

　

次
に
、『
西
湖
の
夜
』
収
録
作
品
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

収
録
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
中
国
語
原
題
、『
中

國
現
代
文
讀
本
』
に
拠
る
）。

　

収
録
作
品
を
見
て
い
く
と
、
魯
迅
、
謝
冰
心
、
郁
達
夫
、
周
作
人
、

林
語
堂
、
沈
従
文
、
老
舎
な
ど
一
九
二
〇
年
代
か
ら
活
躍
し
た
作
家

表１
作者名 翻訳題名 原題と備考

一 謝冰心 優しい兵隊さん 一個慈藹的兵丁（正しい題名は「一個兵丁」）（14）

二 朱自清 後姿 背影
三 呉曙天 母へのたより 寄給母親的信（15）

四 劉半農 半農先生の写真一家言 半農談影 
五 陳衡哲 老いたる柏と野薔薇の対話 老柏与野薔薇（16）

六 鄭振鐸 猫 （17）

七 梁啓超 学問の趣味 学問之趣味（18）

八 周作人 勝業 勝業（19）

九 郁達夫 孤独の途上 一個人在途上
十 趙景深 文学者の一週間 書生的一週間 
十一 章衣萍 不平を鳴らす 呼冤（20）

十二 傅東華 小品と蠅 小品和蒼蠅 
十三 魯迅 秋夜 秋夜（21）

十四 林語堂 ユーモアの説 幽黙解（正しい題名は「論幽黙」（22））
十五 周作人 喫茶 喫茶（23）

十六 朱光潜 趣味を語る 談趣味（24）

十七 沈従文 牛 牛
十八 舒慶春 頭を擡げて喜を見る 抬頭見喜（25）

十九 魯迅 無常 無常
二十 兪平伯 六月十八日の西湖の夜 西湖的六月十八夜（26）
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一
九
〇

の
作
品
を
取
り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
鄭
振
鐸
、
朱
光
潜
、
兪

平
伯
と
い
っ
た
文
学
理
論
家
の
作
品
も
収
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

呉
曙
天
、
傅
伝
華
、
章
衣
萍
と
い
っ
た
今
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
作
家
の
作
品
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
中
国
近
現
代
文
学
史
の
な
か
で
、
今
で
も
主
流
と
さ
れ

て
い
る
作
家
だ
け
で
な
く
、
今
で
は
有
名
で
な
い
作
家
を
取
り
上
げ

て
い
る
の
を
み
る
と
、
あ
く
ま
で
も
出
版
当
時
、
そ
れ
な
り
に
名
の

知
ら
れ
た
作
家
、
文
学
者
の
も
の
か
ら
収
録
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
当
時
反
響
の
あ
っ
た
作
品
か
ら
、
銭
稲
孫
自
身
の
好
み
も
踏

ま
え
つ
つ
、
収
録
作
品
を
選
ん
で
い
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
訳
註
の
特
徴
と
問
題

　

で
は
、
実
際
に
訳
註
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
全
体
的
に
見
て
み
る

と
、『
西
湖
の
夜
』
は
翻
訳
集
と
読
本
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
内
容
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
点
と
問
題
点
を
抱
え
て

い
る
。
以
下
の
四
つ
の
点
か
ら
翻
訳
の
問
題
を
分
析
す
る
。

　

①
語
註
の
つ
け
方

　

元
本
で
あ
る
『
中
國
現
代
文
讀
本
』
が
一
作
品
に
二
十
ほ
ど
の
語

註
を
付
け
て
い
た
の
に
対
し
、『
西
湖
の
夜
』
は
一
作
品
に
百
を
超

え
る
語
註
を
付
け
て
い
る
。画
像
①
と
画
像
②
の
通
り
、『
西
湖
の
夜
』

で
は
毎
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
語
註
が
示
さ
れ
て
い
る
。
語
註
の
つ
け
方

に
つ
い
て
言
え
ば
、
作
品
理
解
に
直
接
関
係
の
な
い
も
の
、
半
ば
必

要
の
な
い
も
の
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、画
像
①
は
謝
冰
心
の
「
優
し
い
兵
隊
さ
ん
」
の
冒
頭
で
、

作
者
紹
介
の
箇
所
あ
る
が
、
上
部
の
左
側
に
は
す
べ
て
の
省
の
別
称

を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

他
に
、
発
音
記
号
を
つ
け
た
だ
け
の
も
の
、
果
て
は
最
後
に
語
釈

が
収
ま
り
き
ら
な
い
為
、
上
部
二
段
を
使
っ
て
語
註
を
付
け
て
い
る

ペ
ー
ジ
も
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
訳
註
者
の
土
井
に
と
っ
て
こ

図１
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れ
ら
の
語
釈
は
、
自
分
の
学
習
の
内
容
と
過
程
を
示
し
た
い
が
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
理
解
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
考
慮
し
た

も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
図
②
の
よ
う
に
、
作
品
の
最
後
の
方
に
は
語
註
が
多
す
ぎ

て
、
上
三
段
ま
で
使
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
や
は
り
直
接

物
語
に
関
わ
り
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
語

註
を
付
し
た
努
力
は
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
一
方
的
に
無
価
値

と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

②
「
女
流
作
家
」
作
品
の
翻
訳

　
「
女
流
作
家
」
と
の
称
号
が
付
せ
ら
れ
た
作
家
の
作
品
は
、
非
常

に
優
し
く
柔
ら
か
い
文
体
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
謝
冰
心

の
「
優
し
い
兵
隊
さ
ん
」
は
、
中
年
の
兵
士
と
近
所
の
子
供
と
の
悲

し
い
交
流
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
謝
冰
心
の
小
説
は
児
童
文
学
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
土
井
も
謝
冰
心
作
品
の
傾
向
と
内
容
を
鑑

み
て
、
極
め
て
分
か
り
や
す
い
文
体
で
訳
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

 　

兵
營
も
か
ら
つ
ぽ
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
兩
手
で
銃

を
杖
に
し
て
、
兵
營
の
前
で
、
眼
に
涙
を
た
め
て
、
立
つ
た
ま
ま

じ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
た
の
は
、
あ
の
ま
つ
く
ろ
な
優
し
い
兵
隊
さ

ん
で
は
な
く
て
、
無
邪
氣
な
可
愛
い
い
小
玲
で
し
た
。

　

陳
衡
哲
の
「
老
い
た
る
柏
と
野
薔
薇
の
對
話
」
は
、
植
物
を
擬
人

化
し
、
老
人
と
若
さ
や
美
を
誇
る
女
性
に
仮
託
し
て
描
い
た
対
話
形

式
の
小
説
で
、
一
種
の
寓
話
的
な
要
素
も
あ
る
。
た
だ
、
間
に
挿
入

さ
れ
る
主
人
の
言
葉
や
、
最
後
の
柏
の
詩
的
な
セ
リ
フ
は
、
原
文
の

雰
囲
気
を
保
っ
た
ま
ま
訳
せ
て
い
る
。

　

主
人
（
歌
ひ
な
が
ら
）

　

 　

百
年
の
老
樹
の
、
茂
り
さ
か
え
た
そ
の
枝
も
、
た
を
や
か
な
る

草
花
に
、及
び
も
つ
か
ぬ
。命
の
意
味
を
草
花
は
、完
う
す
る
の
に
、

老
樹
に
は
、
あ
あ
口
惜
し
や
一
生
を
、
完
く
仕
遂
げ
る
時
も
な
い
。

図２
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老
い
た
る
柏
（
嘆
き
な
が
ら
歌
ふ
）

　

 　

た
と
へ
三
日
の
光
榮
で
も
、
い
の
ち
の
意
味
を
、
い
ま
こ
そ
は
、

終
に
完
く
な
し
と
げ
た
。
圓
満
、
徹
底
、
そ
し
て
ま
た
、
い
と
高

き
あ
の
陶
醉
…
…
あ
あ
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
私
、
幸
運
に
め
ぐ
り

あ
ひ
、
い
つ
の
日
か
到
り
つ
か
ん
、
あ
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」。

　

呉
曙
天
の
「
母
へ
の
た
よ
り
」
は
自
ら
の
母
に
宛
て
た
手
紙
の
形

式
で
、
夫
の
理
不
尽
な
態
度
と
暴
力
的
な
性
格
に
耐
え
忍
ぶ
若
妻
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

 　

ど
う
か
す
る
と
す
ぐ
に
そ
こ
ら
に
あ
る
物
を
投
げ
つ
け
た
り
、

ぶ
ち
こ
は
し
た
り
し
て
、
ま
る
で
お
構
ひ
な
し
な
ん
で
す
も
の
。

　
　

お
母
さ
ん
。

　

 　

こ
れ
は
き
つ
と
、
あ
た
し
が
夫
を
愛
し
す
ぎ
た
せ
ゐ
だ
わ
。
だ

か
ら
夫
は
こ
ん
な
に
變
に
な
つ
た
の
よ
。
お
母
さ
ん
も
夫
を
責
め

な
い
で
ね
。
あ
た
し
夫
の
病
気
を
治
す
た
め
な
ら
自
分
は
い
つ
ま

で
苦
勞
し
て
も
い
い
と
願
つ
て
ゐ
る
の
よ
。
そ
し
て
、
あ
た
し
の

心
の
苦
痛
と
夫
の
笑
ひ
顔
と
を
、
取
換
へ
た
い
と
さ
へ
望
ん
で
ゐ

る
の
よ
。
あ
た
し
そ
れ
で
満
足
だ
し
、
何
の
不
足
も
な
い
ん
で
す

も
の
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
柔
和
な
言
葉
づ
か
い
に
よ
っ
て
、
夫
を
受
け
入

れ
る
包
容
力
と
忍
耐
力
が
際
立
っ
て
表
現
で
き
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
一
つ
の
大
き
な
誤
り
と
し
て
、
朱
自
清
が
「
女
流
作
家
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
後
姿
」
も
老

い
た
父
と
の
ひ
と
時
の
後
、
北
京
へ
戻
っ
て
い
く
若
い
女
性
の
独
白

の
形
で
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
誤
解
が
生
じ
た
原
因

に
つ
い
て
は
後
で
詳
述
す
る
が
、
た
だ
、
柔
ら
か
い
女
性
の
言
葉
に

す
る
こ
と
で
、
原
文
の
簡
潔
な
文
体
が
や
や
損
な
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

③
論
文
調
の
翻
訳
文
体

　

本
書
に
は
論
文
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
る
散
文
作
品
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。一
つ
が
林
語
堂「
ユ
ー
モ
ア
の
説
」、梁
啓
超「
学
問
の
趣
味
」

と
朱
光
潜
「
趣
味
を
語
る
」
で
あ
る
。

　

林
語
堂
「
ユ
ー
モ
ア
の
説
」
に
関
し
て
は
、
他
作
品
と
色
合
い
が

些
か
違
っ
て
い
る
。
日
本
語
訳
の
文
体
は
全
体
的
に
基
本
的
に
口
語

で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
漢
文
調
の
言
い
回
し
が
入
り
混
じ
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
林
語
堂
自
身
が
白
話
運
動
の
中
で
独
自
の
文
体
を

目
指
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
関
係
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
が
提
唱
し
た

「
語
録
体）
27
（

」
が
こ
の
文
章
の
中
で
結
実
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
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土
井
の
翻
訳
の
中
で
漢
文
調
が
表
れ
て
い
る
箇
所
を
挙
げ
、
原
文
と

対
照
し
て
み
よ
う
。

　

 　

そ
の
上
、
道
家
の
思
想
の
源
泉
は
、
深
遠
廣
大
で
あ
つ
て
老
荘

の
文
章
も
ま
た
気
魄
に
富
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
効
力
は
時
代
を

經
て
も
磨
滅
す
る
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。（
而
且
道
家
思
想
之

泉
源
浩
大‚
老
莊
文
章
氣
魄‘
足
使
其
效
力
歷
世
不
能
磨
滅
）

　

梁
啓
超
の
「
学
問
の
趣
味
」
も
同
様
の
文
体
で
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

 　

目
的
を
達
成
す
る
と
い
ふ
見
地
か
ら
は
、
自
ら
努
め
て
手
段
を

用
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
一
た
び
そ
の
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
て
し

ま
ふ
と
、
手
段
は
直
に
抛
棄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

 　

例
へ
ば
、
學
生
が
卒
業
證
書
の
爲
に
学
問
を
爲
す
が
如
く
、
著

作
家
が
版
權
を
得
ん
が
爲
に
學
問
を
爲
す
が
ご
と
き
も
の
で
あ

る
。

　

朱
光
潜
の
「
趣
味
を
語
る
」
は
上
記
の
二
編
に
比
し
て
、
や
や
柔

ら
か
い
文
体
に
な
っ
て
お
り
、散
文
に
近
い
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　　

 　

羅
典
の
古
語
に
か
う
い
ふ
句
が
あ
る
。「
趣
味
の
話
に
爭
ひ
無

し
。」「
文
は
千
古
よ
り
在
れ
ど
、
そ
の
善
惡
は
我
が
寸
心
に
て
知

る
。」
と
。
こ
れ
は
作
者
が
己
の
作
品
に
對
す
る
場
合
も
亦
こ
れ

よ
り
他
に
は
批
判
の
方
法
は
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。（
略
）

　

 　

文
章
に
は
お
の
づ
か
ら
是
非
の
標
準
が
あ
る
。
が
然
し
、
そ
の

標
準
と
い
ふ
の
は
古
典
で
は
な
い
。
ま
た
「
久
し
き
に
耐
へ
る
こ

と
」
で
も
な
く
、「
廣
く
普
及
す
る
こ
と
」
で
も
な
い
。
即
ち
、

最
も
偏
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
最
も
偏
ら
ざ
る
と
こ
ろ
へ
進
み
大
所
高

所
よ
り
俯
瞰
し
て
一
切
の
流
派
類
型
を
超
越
し
た
る
趣
味
こ
そ
、

是
非
の
基
準
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
作
者
の
思
考
、
主
張
な
ど
を
載
せ
て
筆
を
運
ん
だ

文
章
に
つ
い
て
は
、
土
井
は
そ
の
意
図
を
読
み
取
り
、
あ
る
程
度
適

切
な
文
体
で
訳
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
理
解
し
や
す
い
情
景
描
写

　

本
書
で
最
も
顕
著
な
特
徴
と
し
て
、
逐
語
訳
で
は
な
く
、
言
葉
を

添
加
し
、
読
者
に
分
か
り
や
す
い
訳
出
を
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、朱
自
清
の
「
後
姿
」
の
中
で
、主
人
公
の
父
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
線
路
を
ま
た
い
で
、
ミ
カ
ン
を
買
い
に
行
く
場
面
が

あ
る
。
日
本
語
に
訳
す
の
は
中
々
難
し
い
個
所
で
あ
る
。
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窓
か
ら
見
る
と
、
向
ふ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
木
柵
の
外
側

に
五
六
人
の
物
賣
り
が
客
を
待
つ
て
ゐ
る
の
が
目
に
つ
い
た
。
向

ふ
の
フ
ォ
ー
ム
に
行
く
に
は
、
ど
う
し
て
も
線
路
を
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
は
、
こ
ち
ら
の
フ
ォ
ー
ム
を
飛
び
下
り

て
そ
れ
か
ら
又
向
ふ
の
フ
ォ
ー
ム
に
攀
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

 　

父
は
で
ぶ
さ
ん
だ
つ
た
。
向
ふ
へ
ゆ
く
の
は
勿
論
な
か
な
か
の

こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
、
父
が
さ
う
言
ひ
出
し
た
時
、
私
が
自

分
で
行
つ
て
く
る
と
言
つ
た
が
、
父
は
私
の
言
葉
に
耳
を
か
さ
う

と
し
な
い
の
で
、
仕
方
な
し
に
父
の
言
ふ
な
り
に
ま
か
せ
た
。

　

 　

こ
ち
ら
か
ら
様
子
を
見
て
ゐ
る
と
、
黒
い
布
の
小
さ
い
帽
子
を

ち
ょ
こ
ん
と
頭
に
の
せ
て
、
黑
木
綿
の
羽
織
に
濃
青
色
の
綿
入
れ

を
着
た
父
は
、
足
元
も
あ
ぶ
な
げ
に
、
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
線
路
の

と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
、
お
も
む
ろ
に
下
を
見
な
が
ら
フ
ォ
ー
ム
か

ら
下
り
た
。
こ
れ
は
大
し
て
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

 　

だ
が
線
路
を
横
切
つ
て
、
さ
て
向
ふ
の
フ
ォ
ー
ム
に
攀
登
る
と

な
る
と
、
こ
れ
は
生
易
し
い
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
父
は
兩
手
で

體
を
ぐ
つ
と
持
ち
あ
げ
た
か
と
思
ふ
と
、
兩
脚
を
思
ひ
き
り
縮
め

た
。
そ
れ
か
ら
、
で
ぶ
で
ぶ
の
胴
體
を
少
し
左
の
方
へ
捩
り
加
減

に
傾
け
て
ゐ
る
様
子
に
は
、
力
一
杯
頑
張
つ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

あ
り
と
見
え
た
。

　

前
述
の
通
り
、
土
井
は
朱
自
清
の
こ
と
を
女
性
と
誤
解
し
、
女
言

葉
で
訳
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
後
姿
」
は
本
来
簡
潔
な
文
体
で
や

や
無
骨
で
難
解
な
印
象
を
受
け
る
が
、
土
井
の
誤
解
と
は
言
え
、
柔

和
な
女
言
葉
が
、
結
果
情
景
描
写
を
分
か
り
や
す
く
訳
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

四
、
お
わ
り
に

　
『
西
湖
の
夜
』
巻
頭
に
松
江
県
自
治
委
員
会
・
北
外
弁
事
処
主
任

で
あ
っ
た
廖
旭
光
か
ら
贈
ら
れ
た
「
日
支
提
携
」
の
書
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
廖
旭
光
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
松
江
県
自
治
委
員

会
と
は
、
汪
兆
銘
政
権
に
お
け
る
上
海
地
方
の
自
治
機
構
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
日
本
の
傀
儡
政
権
で
あ
っ
た
汪
兆
銘
政
権
と
あ
る
程
度

の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
疑
念
に
思
う
の
は
、
土
井
自
身
が
中
国
人
と
深
く
付
き
合

い
、
異
文
化
の
中
で
格
闘
し
た
と
い
っ
た
詳
細
や
内
面
に
つ
い
て
述

べ
た
箇
所
は
あ
ま
り
現
れ
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
が

不
足
し
て
い
る
た
め
も
あ
ろ
う
。
た
だ
、
土
井
が
中
国
や
中
国
語
を

学
ぶ
こ
と
に
関
し
て
述
べ
た
箇
所
と
し
て
、
前
掲
の
人
見
金
次
郎
に

よ
る
文
章
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
土
井
自
身
の
卒
業
の
辞
で
あ

る
。
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こ
の
辞
の
中
で
は
、
有
名
な
実
業
家
で
あ
る
渋
澤
栄
一
が
中
国
へ

視
察
に
行
っ
た
が
、
北
京
語
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
渋
澤
は
、
日
本
人
は
『
論
語
』
な
ど
中

国
古
典
に
親
し
ん
で
は
い
る
が
、
こ
の
素
養
が
こ
れ
か
ら
の
日
中
親

善
の
「
有
益
な
キ
ー
」
に
な
る
と
も
言
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
は
国

情
や
言
語
が
違
っ
て
い
て
も
、
人
情
や
思
想
は
同
じ
だ
と
い
う
主
張

で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
土
井
は
、
今
後
、
日
中
の
間
で
何
か
起

こ
っ
て
も
、
面
と
向
か
っ
て
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
相
互
理

解
は
、
そ
の
間
に
立
つ
翻
訳
者
に
か
か
っ
て
い
る
と
の
考
え
に
至
っ

た
。
そ
し
て
、
以
下
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

 　

諸
君 

善
鄰
書
院 

在
日
本
是
第
一
研
究
支
那
語
的
專
門
機
關 

不

但
教
育 

語
言 

人
情
和
風
俗 

而
且
養
成
於
國
家
發
展
上 
不
少
有

用
的
人
才 

是
我
們
書
院
的
目
的

　

 　
（
諸
君　

善
隣
書
院
は　

日
本
で
第
一
の
支
那
語
を
研
究
す
る

専
門
機
関
で
あ
る　

教
育　

言
語　

人
情
や
風
俗
だ
け
で
な
く　

国
家
の
発
展
の
上
で　

多
く
の
有
用
な
人
材
を
養
成
す
る
の
は　

我
々
書
院
の
目
的
で
す
。）

　

土
井
の
中
国
語
に
対
す
る
考
え
と
は
、「
国
家
の
発
展
の
上
で
多

く
有
用
な
人
材
を
養
成
す
る
」
た
め
の
言
語
で
あ
り
、
結
局
は
ビ
ジ

ネ
ス
の
た
め
の
道
具
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

中
国
古
典
と
い
う
共
通
の
素
養
の
土
台
を
持
つ
と
言
い
、
少
壮
の
頃

か
ら
実
際
に
中
国
へ
行
き
中
国
人
と
寝
食
を
共
に
し
た
経
験
を
持
ち

な
が
ら
も
、
人
間
同
士
の
付
き
合
い
や
葛
藤
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
お
歴
々
と
の
交
流
や
自
ら

の
名
誉
を
前
面
に
打
ち
だ
し
た
巻
頭
・
巻
末
の
部
分
か
ら
は
、
実
際

の
心
の
葛
藤
な
ど
は
表
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

土
井
彦
一
郎
は
戦
後
、
神
奈
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
や
全
国
都

道
府
県
公
安
委
員
会
協
議
連
絡
会
会
長
を
歴
任
し
た
と
い
う
。
彼
は

昭
和
三
十
年
代
半
ば
ま
で
務
め
あ
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
土

井
自
身
『
新
し
い
自
助
伝
』
と
い
う
自
叙
伝
を
自
費
出
版
し
た
よ
う

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
発
見
で
き
ず
未
見
で
あ
る）

28
（

。
そ
こ
に
は

「
も
し
土
井
彦
一
郎
氏
が
学
者
で
あ
っ
た
ら
」
と
い
う
銭
稲
孫
に
よ

る
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
か
ら
は
銭
か
ら
見
た
土
井

像
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

土
井
彦
一
郎
は
、
在
野
の
人
で
あ
り
、
彼
が
熱
心
に
学
ん
だ
中
国

語
・
フ
ラ
ン
ス
語
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
道
具
の
域
を
出
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
当
時
「
支
那
時
文）
29
（

」
と
呼
ば
れ
た
中
国
語
は
、
中
国
大
陸
進

出
の
た
め
の
言
語
の
要
素
が
最
も
強
か
っ
た
。
土
井
も
当
時
の
認
識

か
ら
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
九
六

　

た
だ
、
翻
訳
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
け
る
作
家
の

意
図
を
く
み
取
り
、
文
体
に
工
夫
を
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
直
訳
に

拘
ら
ず
、
分
か
り
や
す
さ
に
努
め
て
一
つ
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い

る
。
そ
の
点
は
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

歴
史
の
中
に
う
ず
も
れ
、
今
で
は
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
物
で
は

あ
る
が
、
よ
り
調
査
が
進
め
ば
、
新
た
な
事
実
が
分
か
る
か
も
し
れ

な
い
。
土
井
彦
一
郎
と
言
う
人
物
に
は
、
ま
だ
調
査
の
余
地
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

﹇
注
記
﹈
そ
の
後
、『
土
井
彦
一
郎
伝　

前
篇
』（
田
中
早
苗
著
）
を

発
見
し
た
。
現
在
入
手
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
本
か
ら
は
新
た
な
事

実
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
論
文
は
土
井
の
伝
記
を
参
考
に
し
な
い

時
点
の
研
究
と
し
、
今
後
入
手
で
き
た
場
合
、
稿
を
改
め
た
い
。

注（
１
） 　

土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜―

―

白
話
小
説
二
十
選
』（
白
水
社
、
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
））

（
２
）　

土
井
彦
一
郎
『
西
湖
の
夜
』「
敍
」
一
頁
〜
二
頁

（
３
） 　

こ
の
個
所
は
、「
貿
易
商　

土
井
彦
一
郎
氏　

没
落
し
た
父
の
事
業
を
努

力
を
以
て
再
興
し
、
側
ら
夜
學
で
五
ヶ
國
語
を
習
得
し
つ
い
に
大
學
の
銀

時
計
を
獲
る
」（
石
山
皆
男
『
我
等
の
誇
り
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
和
九

（
一
九
三
四
）年
所
収
、『
西
湖
の
夜
』収
録
、陸
軍
主
計
少
將　

日
疋
信
亮「
土

井
彦
一
郎
先
生
」
文
中
に
再
録
）
を
参
考
に
し
た
。

（
４
）　

大
阪
に
あ
っ
た
英
語
学
校
。
現
在
の
大
阪
商
業
大
学
の
前
身
。

（
５
） 　

神
田
錦
町
に
あ
っ
た
中
国
語
学
校
。
日
清
戦
争
後
、
陸
軍
軍
人
へ
の
中

国
語
教
育
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
速
成
科
と
学
科
が
あ
る
。
速
成
科
は

中
国
に
関
わ
る
事
務
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
た
め
の
通
訳
養
成
を
目
的
と

し
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
。
学
科
は
、「
支
那
語
学
（
日
常
会
話
）」
と
「
支

那
時
文
（
清
代
か
ら
民
国
期
の
民
間
で
使
わ
れ
た
中
国
語
の
文
体
）」
を

教
え
た
。（
富
田
蟻
陵
『
男
女
就
職
案
内 : 

簡
易
手
続
』、
青
松
堂
、
明
治

四
三
（
一
九
一
〇
）
年
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
）

（
６
） 　

同
じ
く
神
田
錦
町
に
あ
っ
た
英
語
学
校
。慶
応
義
塾
教
員
で
あ
っ
た
イ
ー

ス
ト
レ
イ
ク
と
磯
部
弥
一
郎
が
設
立
し
た
。
訳
読
科
、
正
科
、
文
学
科
、

夜
学
科
の
四
科
を
設
置
し
て
い
た
。
就
業
期
限
は
訳
読
科
が
三
年
、
正
科
、

文
学
科
が
一
年
、
夜
学
科
が
一
年
半
で
あ
っ
た
。（
広
原
新 

編
『
改
正
官

立
公
立
及
ビ
私
立
諸
学
校
規
則
集
』
個
人
出
版
、明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年
を
参
考
に
し
た
。）

（
７
） 　

山
東
省
を
発
祥
と
す
る
衣
類
百
貨
店
。
北
京
の
前
門
で
開
店
し
大
変
繁

盛
し
た
。
現
在
は
の
れ
ん
分
け
を
し
た
瑞
蚨
祥
が
前
門
に
残
っ
て
い
る
。

（
８
） 　

本
来
は
「
恐
蛟
龍
得
雲
雨　

終
非
池
中
物
也
。」（『
三
国
志
』
巻
五
十
四

「
呉
書　

周
瑜
伝
」）
で
あ
る
。

（
９
） 　

石
山
皆
男
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
に
大
正
十
年
入
社
し
、
昭
和
九
年
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土
井
彦
一
郎
訳
註
『
西
湖
の
夜
』
初
探 

一
九
七

に
出
版
部
創
設
し
た
際
、
部
長
を
務
め
、
そ
の
後
取
締
役
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
石
山
賢
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リhttp://w
w
w
.dia-ishiyam

a-hall.jp/m
em
orial/friends/index.

htm
#ishiyam

a2
を
参
照
し
た
。）

（
10
） 　

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ピ
ラ
（Fernand Pila

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政

期
の
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
（
在
任
時
期
一
九
三
五
〜
三
六
年
）
で
あ
る
。

 　

 　
フ
ラ
ン
ス
教
育
功
労
章（L'O

RD
RE D

ES PA
LM
ES A

CA
D
EM
IQ
U
ES

）

と
は
、
一
八
〇
八
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
高
等
教
育
を
含

む
教
育
全
般
に
携
わ
る
人
物
に
贈
ら
れ
る
勲
章
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ 

（Chevalier

、
騎
士
）、
オ
フ
ィ
シ
エ O
ffi  cier

、
将
校
、

士
官
）、
コ
マ
ン
ド
ゥ
ー
ル
（Com

m
andeur

、
領
主
で
あ
る
騎
士
）
の
三

段
階
の
等
級
が
あ
る
。
文
中
の
「
ド
フ
ィ
シ
エ
」
と
は
上
記
の
「
オ
フ
ィ

シ
エ
」
と
考
え
ら
れ
る
。（
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
Ｈ
Ｐ　

フ
ラ
ン
ス
教
育

功
労
章http://w

w
w
.am
bafrance-jp.org/article483

を
参
照
し
た
。）

（
11
） 　

北
京
近
代
科
学
図
書
館
や
東
方
文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、岡
村
敬
二
「
北

京
近
代
科
学
図
書
館
の 

〈
日
本
〉」（『
日
本
研
究
』
第
七
号
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
12
） 　

こ
の
箇
所
は
鄒
双
双
『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男　

万
葉
集
を
訳
し

た
銭
稲
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
13
） 　

正
式
名
は
「
日
佛
ア
テ
ネ
校
友
會
會
報　

あ
て
ね
」
第
十
号
（
昭
和

十
四
（
一
九
三
九
）
年
）
二
十
四
頁
〜
二
十
五
頁
よ
り
。「
あ
て
ね
」
に
関

し
て
、
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
秘
書
室
の
川
口
史
子
さ
ん
よ
り
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
14
）　

初
出
は
『
晨
報
』
一
九
二
〇
年
六
月
十
日
。

（
15
） 　

呉
曙
天
は
同
じ
く
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
章
衣
萍
の
妻
。
章
と
の
恋

愛
期
間
に
つ
け
た
日
記
『
恋
愛
日
記
三
種
』
が
有
名
で
あ
る
。

（
16
） 　

陳
衡
哲（
一
八
九
七
〜
一
九
七
六
年
）の
最
初
に
し
て
唯
一
の
小
説
集『
小

雨
点
』
所
収
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
中
国
初
の
白
話
小
説
で
あ
る
。

（
17
） 　

一
九
二
五
年
十
一
月
七
日
に
書
か
れ
た
。
後
、
作
品
集
『

』
に
収
録

さ
れ
た
。

（
18
） 　

初
出
は
『
司
法
儲
才
館
季
刊
』
第
一
期
、
一
九
二
七
年
一
月
。「
学
問
之

趣
味
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
内
容
自
体
は
一
九
二
二
年
八
月
、
南
京
の

東
南
大
学
で
の
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
） 　

一
九
二
一
年
に
書
か
れ
、後
に
『
談
虎
集
』（
一
九
二
八
年
）、『
知
堂
文
集
』

（
一
九
三
三
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
20
） 　

章
衣
萍
（
一
九
〇
二
〜
一
九
四
七
年
）
は
、小
説
家
及
び
翻
訳
者
で
あ
る
。

北
京
大
学
卒
業
後
の
一
九
二
四
年
、
魯
迅
ら
と
共
に
雑
誌
『
語
絲
』
を
創

刊
し
た
。
代
表
作
に『
情
書
一
束
』、『
情
書
二
束
』、『
古
廟
集
』な
ど
が
あ
る
。

（
21
） 　

傅
東
華
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
一
年
）
は
、
翻
訳
者
兼
編
集
者
。
初
出

は
不
明
。
夏

尊
等
著
『
幽
黙
的
叫
賣
聲
』（
太
白
速
寫
選
、一
九
三
五
年
、

生
活
書
店
）
に
は
、「
小
品
文
跟
蒼
蠅
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 　

初
出
は
『
論
語
』
第
三
十
三
期
（
一
九
三
四
年
一
月
十
六
日
）
と
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
九
八

三
十
五
期
（
一
九
三
四
年
二
月
十
六
日
）
の
二
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
た
。

内
容
は
「
上
編
」「
中
編
」「
下
編
」
に
分
か
れ
、本
書
収
録
の
も
の
は
「
上

編
」
で
あ
る
。

（
23
） 　

初
出
は
『
語
絲
』
第
七
期
、一
九
二
四
年
十
二
月
で
、後
に
『
雨
天
的
書
』

（
一
九
二
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
際
の
題
名
は
「
喝
茶
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、『
沢
瀉
集
』（
一
九
二
七
年
）、『
知
堂
文
集
』（
一
九
三
三
年
）

に
は
、「
喫
茶
」
の
題
で
収
め
ら
れ
た
。「
喝
茶
」
と
「
喫
茶
」
の
間
に
は

若
干
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
。（
伊
藤
徳
也
『「
生
活
の
芸
術
」
と
周
作
人

―

中
国
の
デ
カ
ダ
ン
ス
＝
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
よ

り
。）

（
24
） 　

初
出
は
『
益
世
報
』
文
学
副
刊
第
一
期
、
一
九
三
五
年
三
月
。
後
『
孟

実
文
鈔
』
に
収
録
さ
れ
た
。

（
25
） 　

初
出
は
『
良
友
』（
画
報
）
第
四
巻
第
八
期
、
一
九
三
四
年
一
月
。
な
お

舒
慶
春
と
は
老
舎
の
本
名
。

（
26
）　

兪
平
伯
『
燕
知
草
』（
一
九
二
八
年
、
開
明
書
店
）
所
収
。

（
27
） 　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
朴
桂
聖
「
林
語
堂
の
文
体
論―

「
小
品

文
」
か
ら
「
語
録
体
」
へ―

」（『
一
橋
論
叢
』
第
一
二
八
巻
第
三
号
、

二
〇
〇
二
年
九
月
、
三
四
八
頁
〜
三
六
五
頁
）
を
参
考
に
し
た
。 

（
28
） 　

自
然
療
養
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
非
売
品
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
発
行

年
月
日
は
不
明
。

（
29
） 　

支
那
時
文
教
育
に
関
し
て
は
、
卲
艶
「
戦
前
日
本
の
高
等
商
業
学

校
に
お
け
る
中
国
語
教
育
：
山
口
高
等
商
業
学
校
を
中
心
に
」（『
研

究
論
叢
』
二
〇
〇
五
年
十
二
月　

http://w
w
w
.lib.kobe-u.ac.jp/

repository/81008639.pdf

）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
戦
前
、
特
に

一
九
〇
五
年
の
日
露
戦
争
あ
た
り
、
大
陸
進
出
が
盛
ん
に
言
わ
れ
始
め
た

頃
か
ら
、
多
く
の
支
那
時
文
の
教
科
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る

研
究
が
必
要
で
あ
る
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

土
井
彦
一
郎
、
中
国
近
現
代
文
学
の
翻
訳
、
支
那
時
文
、
善

隣
書
院
、
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
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